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(57)【要約】
肉芽が内側に侵入することを確実に防止することのでき
る、新規の代用気管を提供する。ワイヤー２を隙間なく
コイル状に巻くことで、気管欠損部の治療に用いるため
に気管内に挿入される代用気管１を形成した。紡錘形に
形成された第１のコイル３と、この第１のコイル３の外
側に隙間なく設けられた第２のコイル４とからなる。中
央部に第１のコイル３及び第２のコイル４からなる２重
コイル部５を形成し、２重コイル部５の両端に第１のコ
イル３からなる１重コイル部６を形成した。ワイヤー２
は、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟化す
る超弾性を有する形状記憶合金からなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
気管欠損部の治療に用いるために気管内に挿入される代用気管であって、ワイヤーを隙間
なくコイル状に巻くことで形成されるとともに、紡錘形に形成された第１のコイルと、こ
の第１のコイルの外側に隙間なく設けられた第２のコイルとからなることを特徴とする代
用気管。
【請求項２】
中央部に前記第１のコイル及び第２のコイルからなる２重コイル部が形成され、この２重
コイル部の両端に前記第１のコイルからなる１重コイル部が形成されたことを特徴とする
請求項１記載の代用気管。
【請求項３】
前記ワイヤーは、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟化する超弾性を有する形
状記憶合金からなることを特徴とする請求項１又は２記載の代用気管。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、気管欠損部の治療に用いられる代用気管に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、巨大な気管欠損部の治療は、欠損部を肋軟骨や人工被覆材などの被覆材を用いて
被覆することで行なわれてきた。しかし、現在まで、理想的な被覆材は見出されていない
。その理由は、気管は呼吸サイクルに合わせて内圧が変化するが、被覆材にはその内圧の
変化に耐えることのできる恒常的な強度が要求され、さらに、生体反応による肉芽形成や
感染などを惹起しないことが要求されるからである。なお、工業的に作成された非生体素
材を被覆材に用いた場合は、感染や肉芽形成による内腔狭窄が問題となる。一方、医用工
学を用いて産生された素材を用いた場合は、培養過程で牛のアルブミンなどが用いられる
ため、狂牛病などに対する安全性が問題となる。
【０００３】
　ところで、気管欠損部を放置した場合は、薄いながらも気道の内圧の変化に耐えること
のできる線維性被膜が形成されるが、長期的には気管欠損部のサイズに比例した内腔狭窄
をきたす。一方、特許文献１には、気管の狭窄部や閉塞を拡張保持するための形状記憶合
金製ステントが開示されている。そこで、この線維性被膜の形成を利用し、上記のステン
トを一時的な代用気管として気管内に挿入することで、内腔狭窄をきたさずに気管欠損部
を自然治癒させることができるものと期待された。
【０００４】
　しかし、特許文献１に開示されたようなコイル状のステントを気管内に挿入してみたと
ころ、異物に対する生体反応として旺盛な肉芽形成を惹起してしまい、結局、肉芽の一部
がステントの内側に侵入し、内腔狭窄をきたしてしまうことが判明した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－９９２０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで本発明では上記問題点に鑑み、気管欠損部の治療に用いるために気管内に挿入さ
れる代用気管であって、肉芽が内側に侵入することを確実に防止することのできる、新規
の代用気管を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明の請求項１記載の代用気管は、気管欠損部の治療に用いるために気管内に挿入さ
れる代用気管であって、ワイヤーを隙間なくコイル状に巻くことで形成されるとともに、
紡錘形に形成された第１のコイルと、この第１のコイルの外側に隙間なく設けられた第２
のコイルとからなることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の請求項２記載の代用気管は、請求項１において、中央部に前記第１のコ
イル及び第２のコイルからなる２重コイル部が形成され、この２重コイル部の両端に前記
第１のコイルからなる１重コイル部が形成されたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の請求項３記載の代用気管は、請求項１又は２において、前記ワイヤーは
、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟化する超弾性を有する形状記憶合金から
なることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の請求項１記載の代用気管によれば、ワイヤーを隙間なくコイル状に巻くことで
形成されるとともに、紡錘形に形成された第１のコイルと、この第１のコイルの外側に隙
間なく設けられた第２のコイルとからなるので、コイルが２重になっていることにより、
肉芽が内側に侵入することを確実に防止することができる。
【００１１】
　また、本発明の請求項２記載の代用気管によれば、中央部に前記第１のコイル及び第２
のコイルからなる２重コイル部が形成され、この２重コイル部の両端に前記第１のコイル
からなる１重コイル部が形成されたので、１重コイル部を気管に挿入し欠損部に２重コイ
ル部を位置させることにより、２重コイル部により肉芽が内側に侵入することを確実に防
止することができるとともに、代用気管を欠損部に適合した状態で気管内に留置させるこ
とができ、代用気管が移動することを確実に防止することができる。
【００１２】
　また、本発明の請求項３記載の代用気管によれば、前記ワイヤーは、常温では記憶され
た形状を維持し冷却すると軟化する超弾性を有する形状記憶合金からなることにより、欠
損部が自然治癒した後に代用気管を冷却して内視鏡的に抜去することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の代用気管の一実施例を示す正面図である。
【図２】本発明の代用気管の一実施例を示す写真である。
【図３】本発明の代用気管を使用した動物実験を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の代用気管の実施例について、添付した図面を参照しながら説明する。な
お、本発明の代用気管は、小児外科、呼吸器外科、再生外科などの分野で用いることがで
きるものである。
【実施例１】
【００１５】
　本実施例の代用気管を示す図１において、１は気管欠損部の治療に用いるために気管内
に挿入される代用気管であって、ワイヤー２を隙間なくコイル状に巻くことで形成されて
いる。ワイヤー２は、好ましくは、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟化する
超弾性を有する形状記憶合金からなる。このような形状記憶合金としては、例えば、常温
では記憶された形状を維持しマイナス１０℃に冷却すると軟化するチタン・ニッケル合金
を用いることができる。なお、チタン・ニッケル合金は、長期間体内に留置しても劣化が
ないという利点を有する。
【００１６】
　また、代用気管１は、紡錘形にワイヤー２を巻くことで形成された第１のコイル３と、
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この第１のコイル３の外側に隙間なくワイヤー２を巻くことで設けられた第２のコイル４
とからなる。第２のコイル４は、第１のコイル３の中心軸方向における中央部にのみ設け
られている。すなわち、代用気管１の中心軸方向における中央部に第１のコイル３及び第
２のコイル４からなる２重コイル部５が形成されている。また、この２重コイル部５の両
端には、それぞれ第１のコイル３からなる１重コイル部６が形成されている。
【００１７】
　本実施例の代用気管１は、気管欠損部に欠損孔を通して気管内に設置されるものであり
、代用気管１を設置した後に気管欠損部を閉鎖することなく放置したままにしておくと、
欠損部は線維性被膜で完全に閉鎖される。したがって、本実施例の代用気管１を用いた治
療は、気管狭窄のない自然治癒を来すものであり、生体材料を用いた場合のような感染の
虞がない。そして、気管欠損部に相当する部分を２重コイル部５とすることで、肉芽が内
側に侵入することが確実に防止され、欠損部に２重コイル部５をフィットさせることで、
代用気管１の移動が防止される。
【００１８】
　以上のように、本実施例の代用気管は、気管欠損部の治療に用いるために気管内に挿入
される代用気管１であって、ワイヤー２を隙間なくコイル状に巻くことで形成されるとと
もに、紡錘形に形成された第１のコイル３と、この第１のコイル３の外側に隙間なく設け
られた第２のコイル４とからなる。
【００１９】
　したがって、コイルが２重になっていることにより、肉芽が内側に侵入することを確実
に防止することができる。また、これにより、長期間の使用にも耐えることができる。さ
らに、ワイヤー２をコイル状に巻くだけで簡単に形成されるので、種々のサイズのものを
容易かつ安価に製造することが可能である。
【００２０】
　また、中央部に前記第１のコイル３及び第２のコイル４からなる２重コイル部５が形成
され、この２重コイル部５の両端に前記第１のコイル３からなる１重コイル部６が形成さ
れたものである。
【００２１】
　したがって、１重コイル部６を気管に挿入し欠損部に２重コイル部５を位置させること
により、２重コイル部５により肉芽が内側に侵入することを確実に防止することができる
とともに、代用気管１を欠損部に適合した状態で気管内に留置させることができ、代用気
管が移動することを確実に防止することができる。
【００２２】
　また、前記ワイヤー２は、常温では記憶された形状を維持し冷却すると軟化する超弾性
を有する形状記憶合金からなるものである。
【００２３】
　したがって、欠損部が自然治癒した後に代用気管１を冷却して内視鏡的に抜去すること
ができる。なお、代用気管１は、コールドスプレーなどを吹きつけることにより冷却する
ことができる。
【００２４】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、種々の変形実施が可能であ
る。
【実施例２】
【００２５】
　０．４ｍｍ径のチタン・ニッケル合金からなるワイヤー２を隙間なくコイル状に巻いて
代用気管を作成した。その写真を図２に示す。なお、ワイヤー２は、ソルブ株式会社が巻
き爪矯正用に開発したもので、常温では記憶された形状を維持しマイナス１０℃に冷却す
ると軟化する超弾性を有している。
【００２６】
　ここで、第１のコイル３は、全長を２４ｍｍ、両端部における径を４ｍｍ、中央部にお
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コイル４を隙間なく設けた。第２のコイル４の全長は１２ｍｍとした。なお、第１のコイ
ル３と第２のコイル４の端部から直線状に伸びるワイヤー２’は、代用気管１の使用時に
切断されるものである。
【００２７】
　そして、この代用気管１を用いて、家兎を用いた動物実験を行った。
【００２８】
　筋肉内麻酔薬注入にて鎮静を加え、頚部縦切開にて頚部気管（直径６～７ｍｍ）を露出
した。そして、図３（ａ）に示すように、気管Ａの前半周を６軟骨輪にわたって切除して
気管前壁Ｂを摘出することで、鋭的に気管Ａに欠損部Ｃを作成した。つぎに、図３（ｂ）
～（ｃ）に示すように、欠損部Ｃから代用気管１を挿入した。欠損孔Ｃより代用気管１を
曲げながら両端の１重コイル部６を気管Ａの内腔に差し込み、欠損部Ｃに２重コイル部５
が位置するように設置することにより、中央部の２重コイル部５により欠損部Ｃを閉塞し
た。欠損部Ｃの断端と代用気管１を５－０非吸収糸にて数針固定した。切開した前頚筋群
や皮下組織を連続縫合閉鎖し、手術を終了した。術後数日抗生剤を使用したほかは特に処
置をせず、麻酔覚醒後は通常の家兎飼料を摂食させた。術直後の数日には経口摂取が不良
のため、皮下に点滴液を注入して水分補給を適宜行った。
【００２９】
　体重２．５ｋｇの家兎５羽を用いて実験を行ったところ、５羽とも２ヶ月以上の長期生
存が確認された。気管内視鏡検査を行ったところ、代用気管１に軽度の浸出液の付着はあ
るものの、内腔は保たれていた。
【符号の説明】
【００３０】
１　代用気管
２　ワイヤー
３　第１のコイル
４　第２のコイル
５　２重コイル部
６　１重コイル部
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【国際調査報告】
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